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ボージャのラサ理論とラサの三段階説

本 田義央

().はじめに

インド 11世紹の詩論家ポージヤ (Bh吋a)

/.1，その主著『シュリンガーラプラカーシヤ』

(内Igaraprakasa)において，シュリンガーラ

I <rr¥gara)，思念(ablum詞na)，自我意識(ahailkara)

セラサ (r出 a)と考える彼に独特のラサ理論を鹿

1:11している。本論文では，まず，ポージャに

とっての真のラサであるシュリンガーラとは

なにか，ということを.そしてそれをシュリン

Mーラであるとするポージャの活必の背肢を明

らかにし，つづいてラサが前段階，中段階，後

I'l附という段階を経て愛 (prcman)とよばれる

hll¥'S湖に達するとするラサの三段階説をとりあ

Ifる1

1.ボージャのラサ理I論

1. 1.ポージャはu'シュリンガーラプラカー

シヤ』第I草の目頭において，同ill全体のエッセ

ンスともいうべき 12の詩句を掲げる。そのな

かの第6および第7の詩句において，ポージャ

U，彼のラサ理論の体系においては，シュリン

Mーラが唯一のラサであり，彼のラサ理論が従

恨のラサ理論とは明確に区別されるべきである

ことを次のように述べるに

lラサ理論についての一般的な事項ならびにポージャ
以外のラサ理論との相迅については本田 (2004)を参照さ
れたいロ

2Sp 4.5: ~rI'lgãraVlrakarul]ãdbhutaraudrahãsyablbhatsa・
、，Itsalabhayãnaka~ãntanãmnal} / おnnasi号町 da~a rasan su-

，Ihiyo vaYaJ!l tu ~rngãram cva rasanad rasamおnanamal}// 6 // 
、 Ir.1dbhutãdi~u ca yeha rasaprasiddhiりsiddhakuto・piva!a-
)'，lk~avad avibhati / lokc gatãnugatikatvava~ãd upct盈netaIp.
IlIvartayitum e将 pari~ramo naり/17/1

恋↑11(s刊gara)・見武 (vira)・悲恰 (karul)a)・奇

異 (adbhuta)・憤激 (raudra)・別措 (hasya)・1mm
(bibhatsa)・優しさ (v山 ala)・鷲問(bhay加aka)・静

寂 (s加ta)と呼ばれる-1-のラサをft者述は伝承し

てきた。しかし，~々は，味のゆえに (rasanãt) ，

シュリンガーラだけをラサであるという。そし

て，この世では，児武や奇見などがラサとして

常識的に知られているが， [その常識はFこのイ

チジクの木にはヤクシヤがいるJ3と[いう常識

がなりたつのと]と同じように (vatayak~avat)，
恨仰なくして成り立っていると思われる。世11日
では， t1't習に百従するがゆえに， [その常識に]

したがっているが，そ[の'litJf~]をとり除くた
めに，私は，この [rシュリンガーラプラカー

シヤ』著述という]努力をする。

ここでは，恋仙をはじめとする十のラサが伝

承されているといわれている4。しかし，ポー

3 ブラシャスタパーダは，伝承 (atitihya) を {~1刺でき
る人の百張。ptopadda)に合める。また，ジャヤンタバ
ッタは，このイチジク云々の表現を伝承の例としてあ
げ，信頼にたる教示者が確定できないから，伝承は正
しい認識手段たるアーガマではない，と説明している
(Nyayamanjari 1，168.1: anirdi~!apravaktrkapr抑制aparaJ!l

para caitihyam [iha va!c yak~功 prativasati] iti na cl¥yam 
ãgamaり ãptasyopadc~!ur ani~cayãd iti //)。ポージャは SP
XXV で恋のはじまり (prathaml\nuràga) を引き起こす~;{.~
としての認識手段 (pramal]a)について論じるが，向車後
半から XXVIJ?eは写本が失われているため，ポージャ自
身が SPにおいて伝承をどのように論じたかという点の
詳細は確認できない。ここでポージャのいう認識手段は，
恋のはじまりを引き起こすか否か，すなわち有効な活動
(a巾 akriya)をもたらすかどうかという観点で論じられる
もので，それにもとづ〈認識の真偽は問題とならない。
したがって，そこでは正しい認識手段に似て非なるもの
(pramaI]abhasa)もまた認識手段として説カ通れる。

4 Na!yafastraがあげる八つのラサに，静寂と優しさを
加えている。パラタ以降の各文学理論家の説におけるラ
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ジャはそれらをラサとみなすのは単に慣習にし

たがっているだけであり，彼にとってのラサは，

唯一のシュリンガーラであるという。

1. 2. ポージャは，彼が『シュリンガーラ

プラカーシヤ』に先立つて著した文学理論者

『サラスヴァティーカンターパラナj (Saras-

vatrka1)fhablzara1J，a)で次のようにいう50

「ラサJr思念Jr自我意識Jrシュリンガーラ」

というようにいわれるもの，それとの結び付き

にもとづいて，文学作品 (kavya)は，魅力的な

ものとなる。

ここで，ボージャは rラサ」を「思念Jr自我

意識JrシュリンガーラJ6とよぴ，文学作品が

魅力をそなえたものであるためには，それと

の結び付きが必要であるということを述べてい

る。この詩句に対するバッタナラシンハ (Bhatta

Nar出 iqula)の注りaklぴdは7 次のように述べ

る8

[ラサのある人々 (rasika)が]それによって[何

かを]味わい (rasyate)，快として認識されうる

がゆえに (anuku1aved却 11yataya)，苦をも楽とし

て[ラサのある人々が]それによって，思念する

(abhimanyate)，それによってラサのある人々が

「私」という意識をもっ(油姐kriyate)もの，それ

によって[ラサのある人々が]頂上(~世ga) に，す
なわち，高まり (ucchraya)に到達する (nya飽)，

そのようなものが実にある。[それは]すべて

の人にとって，自己認識によって成立し，あれ

サの数の問題については Raghavan(1967)が詳しい。
SSKA V.1: raso 'bhimano 'h姐kãr~ ~plgãra iti giyate I 

yo 'rthas tasyanvayat kaVYaq1 kamaniyatv;祖 1a~nute 11 
6 ・ ~p'lgãra' は，免情熱情欲等を意味する。語義解釈と

しては，たとえば「頂上 (~rñga) つまり最高の状態 (uttama
tva)に速する (iy訂 ti)J(K釦asvむ凶n'sAmarako~odghãtana 
on Amarako~a 1. 6.17: ~t崎町 uttamatvamiyarti ~tñg加)と
説明する。

7Bhatta Nrs旬由aとも呼ばれる。 Da!ar旬。kaに対する
注釈 Vyakhyaの作者と同名で，同一人物とも言われるカえ
詳細は不明である。 SKλ に対する注釈 Vyakhyaは第 V
章の一部が， Raghavan (1978， 412・413)に校訂され.， 1章
から II章前半までが，上村 (1976a，b， c)として校訂され
ている。

8Bhattmarasirp.ha'sηakhyaon SKλ双 1:(yena) rasya-

te， yai~ (yena) anukulavedaniyataya du刷lamapi sukha-
tvena abhimanyate， yena rasikaiり池町lkriyate，yena ~tñgam 
ucchrayo rlyate， sa kha1u tãdr~o 'sti sarv司janasvasaq1vedana-
(siddhaり)tattadupadhina (tena) tena rasabh卸lanadisabdena
abhidhiyamanaゆ)svadatma (1) 

これの添性 (upadhi)をともない rラサJr思念」

などの語によって呼ばれ， [それは]味わいを

本質とする (svada回 a)。

この注釈によれば，ラサとは，それによってな

にかを味わい，それによってなにかを思念し，

それによって「私」という意識をもつもので，

それによって頂上に淫するものである。そして

それは rラサJr思念Jr自我意識Jrシュリン

ガーラ」などと呼ばれるのである。

ポージャは，次のような詩句を引いている説

明する90

[恋する男性は]r恋人は，まさに私が好むこと

をしてくれる」と思う。[しかし]彼女がして

くれることが好ましいことに気づかない。

恋をしている男性は，相手の女性が，自分に

とって好ましいことをしてくれているから，自

分はその女性を好むのだと思い込んでいる。し

かし，突際には，恋人である女性のすることは

なんであれ好ましし魅力的なのである。それ

を好ましく感じるのは，あくまでも男性側の意

識である。

さらに，相手が何もしていなくても，人は相

手に対して好意を抱くことがある。ポージャ

はパヴァプーティの戯曲『ウッタララーマチャ

リタj (Uttararamacarita)から次の詩節をを引

く100

自分にとって好ましい人は，なにもしてくれな

くても， [その人の近くにいるということだけ

で]うれしくて，つらさを取り去ってくれる。

そのような人は彼にとって，言葉にできないほ

どすばらしいものである。

この場合は，恋人がなにかをしてくれているわ

けではなしただそばにいるだけである。もし，

好ましいことをしてくれるから好ましく感じる

というのであれば，このようなことはありえな

いだろう。この場合のうれしさは，受け手の思

9 SP 663.1: yad eva rocate mahYaq1 tad eva kurute priya I 

iti vetti na janati tat priyaq1 yat karoti sa 11典拠は不明であ
る。

IOSP 663ぷ akincidapi kurvã!la~ saukhyai~ du~khãny 
apohati / tat tasya kimapi drmう明1yo hi yasya priyo jana[J 
// (Uttararamacarita II. 19) 
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念にもとづいている。さらに，ボージャは次の

JG句を引く 110

恋人は，苦痛をあたえながらも快感を生みだす。

恋人の爪で苦しめられているときでも，両現厨

は[快感で]ぞくぞくする。

性行為の際に，乳房に爪をたてられた女性は，

hiiみを与えられているにもかかわらず，それを

快く感じる。この場合も，苦仰を快感とうけと

る受け手の側の意識にもとづいているはずであ

る。ボージャはこのような受け手の側のな誠を

思念と呼んでいるのである。

1. 3. ところで，ヴァーツヤーヤナ

(Vatsyayana)の『カーマスートラ.1(Kamasiilra) 

において，快感 (priti)が四回に分矧される隙，

その中に「思念によるもの (abhimaniki)Jがあ

る。それは，制念 (sailkaIpa)からおこるもの

であり，外界の対象や感党2313に依存しない

快感とされる120 男女は性行為の隙におなじ

くよろこびを見出すが，見性と女性では，そ

の見出し方はことなる。見性は r私はこの女

tl:を自分のものにしている J (abhiyoklaham) 

といかたちでよろこびをおぼえる (anurajyalC)

のに対し，女性は「わたしはこの人のものだ」

(abhl抑止ぬhamancna)と¥，)うかたちでよろこび

をおぼえる。性的な快感も， JI品念をそれを感

じる前提としている。

1. 4.以上は， Zどをする児女1111の問題である

が，それをポージャは広く略的一般にまで蚊延

した。シュリンガーラを，人1111のすべての~'tt'1

の恨底にあるものとしたのである。それがなけ

れば，一切の感情はおこることなしそれがあ

11 SP 663.5: dll{zkha/.n d仰 10vi sllha/.n ja1)ci jo jassa 

1'lIllho hoi / daianahadluniana vi viddhai 111;ωna伽 aro・

/Illlnco // [duりkhal!1dadad api sukharp janayati yo yasya 

¥'allabho bhavati / dayitanakhad日yamllnayorapi vardhatc 

山田ayoromaiic功//] (サンスクリット迎元は Raghavan

による。)なおこの持節は Gatasapa!atil.100にも収録さ
れている。

12Kamωatra 2.1.41: anabhyastc~v api pura karmasv a-
\'i~ay五回ükã / saf1UCalpaj jayatc pritir ya sa syad abhimanikI 
11 (r感覚の対象に依存しないで観念から生じ，いまだかつ
て学んだことのない行為における快感が思念にもとづく
快感である。J)注釈Jayamarlgalaは，この快感の述成手段
仏思念，すなわち自我意識 (aha白岡ra)である (abhimano

・ha白kar功5aprayojanam asyめとする。

るからこそ，人は種々の感情を感じるのである。

ポージャは次のようにいう 130

:J!に，シュリンガーラのある人(&!古garin)が，恋

愛を感じ (ramaω)，滑摘に感じ (hasati)，勇気を

感じ (utsahatc)，鷲きを感じ (vismayaω)，妬み

を感じ(jugupsatc)，悲しみを感じがocati)，恐れ

を位、じ (bibhcti)，i'i1'd支を感じ (&amyati)，愛を感

じ(snihyati)，誇りを感じ (garvayatc)，思念する

(abhimanyaω)。

ここで示されているのは，ラサJ1J!~首において恒

常的略的(slhayibhava)とされる個別的な間々の

略的である。それらの感↑t'lを感じるのは，シュ

リンガーラのある人であり，シュリンガーラ

のない人は，それらの感情を感じることはな

い。 j品念は，{tfi々の~↑1'1の!J;t囚であり，それは

心 (cclω)によって味わわれる (rasyalc)がゆえ

に「ラサ(味)Jと呼ばれる140 心によって味わ

われるとは，つまり略的を感じるということで

ある。

2.ラサの三段附

2. 1. ;l~ージャはIJ'シュリンガ}ラプラカー

シヤAにおいて，ラサに!日段附 (piirvako!i)，rj' 

段附(madhyamavaSlha)，後段附(ullarako!i)とい

う三つの段附を』没けている。 ;l~ージャがpmーの

13SI' 686.3: na hy a~rl\g:lrir:J;\ I.1 ka~cid api prakar~ag:lmT 
aprakar~ag:lmT v:l IリI:lvaりsmnbhavati/ ~fI\g:lrT hi rmnatc 
utsahatc hasati vismayatc jugupsatc ~ωati hibhcti 仙 nyati

snihyati garvayatc abhinuUlya14¥ iti / 
1481'ω6，8: yady api ~!1\gnra cvaiko r:山り tath:lpi1<lt-

prabhava yc ratyadayal，¥ tc 'py uddip.Ulavibhavair uddipya-

m沿1:1stm¥;Ulupravdild cva sm1caril):lm anubhilV:ln:l'11 ca 

nimitt.lbh:lvam upayanto rasavy.lpadda'11 labhantc / yathil 

hy ahhimano ratyadinU'11 nimit14¥l!1ω14¥sa rωymnano rasaり
tath:l raty:ldayo・pi har~adhrticintautsukyã(nnil'11 mano-

vãkkãyabuddhi~arIrãrambhãl)1lI11 ca nimit14¥m abhimlln:lnu-

pravc~cnaiva cc14¥sa rasyam沿larasa ity ucy.Ultc / (rシュリ
ンガーラだけが唯一のラサであっても.それから生じ
る恋愛など[の恒常的感情]が，~U放のかき立てる条件
(uddipanavibhava)によってかき立てられるとき， [それら
恋奨などには]まさにそ[のシュリンガーラ]が参入し
ているから (tadanupravdat)，一時的感情と感情去現の原
因となり， [恋愛などが]ラサと呼ばれることとなる。~
に，恋愛など[の恒常的感的]の原因である，¥jj念を心が味
わうとき[思念は]ラサ[と呼ばれる]。それと同様に.
[一時的感情である]歓喜・充足感・物思い・期待などの
[原因でありJ，心・言葉・体・意識・身体の活動[すなわ
ち感情表現]の原因である恋愛など[の恒常的感情]も
また，思念の参入のおかげで，心によって味わわれると
き，ラサといわれる。J)
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ラサとする自我意識あるいは思念は，そのうち

の第一段階にあるものであり，そこから種々の

感情がおこる。その種々の感情がおこっている

段階が中段階である。そして，中段階ののち，

そこでおこった種々の感情が愛 (p問 man)へい

きつく段階が，後段階である。この三つの段階

を説〈際に，ポージャは，ダンディンの『カー

ヴイヤ・アーダルシヤJ(Kaηadarsa) 11. 275を

利用している。 150

よりつよい喜びの表現(priya凶法hy加のが

preyasであり，ラサによって美しくなった表現

(rasaIが ala)が，ラサを有する (rasavat)であり，高

まった自我意識(而dh油姐kara)がある[表現]カ1
urjasvinである。それら三つは， [修辞(al姐kara)

という呼び名に]ふさわしい卓越性がそれにも

とづいてあるとき(卯kωtkarsa)16，それ[つま

り修辞]である。

ここで，ダンディンがとりあげているのは，

prcy出， rasavat， iiり出viという三つの修辞であ

る。後にみるように，ダンディンのこの詩節を

ポージャは独自の解釈で自身のラサ理論の説明

に使用する。しかし，ダンディン自身は，ただ，

それらを三つの修昨としてあげているにすぎな

い。ふさわしい卓越性がそれにもとづいてある

とき (yuktotkar~a) にそれらは修辞 (alailkãra) で

あり，逆にふさわしい卓越性がない場合には修

辞ではなく美賀 (gut:la)である170

ISKλ 11.275: p"のゆ priyatarakhyancurzrasavad rasa-
pefalam /吋'asviraclhahankarafJ1 yllktotkar~afJ1 ca tat 
trayam// 

16Prabhl¥ on Kλ11.275: yuktotkar~aJ11 ccti I yukt~ ala1'l-
kllravyapadc~opayukt均 utkar与均 Vl\cya~obhl\ yasml¥t tat I 

17この点をボージャは次のように説明する。 SP

675.22: yuktotkar~aJ11 ca tattrayam ity an叩l\yuktotkar~句おn
trayal)おnapy urjasvirasavatprcyasaIp. gUl)atvam eva nalan-
kllratvam iti jnapayati I ta出ahy aurjitYaJ11 bhavikatvaJ11 
prcya iti padais trayo 'py ete g問句opadi~!功 I V[ダンディ
ンは，先に提示した KavyadarfaII.275において]rふさ
わしい卓趨性がそれにもとづいてあるとき (yuktotka略的

[preyas. rasavat.吋asvinという」三つは，それ[修辞]で
ある。J[と述べること]によって，ふさわしい卓越性がな
ければ，同asvin.rasavat. preyasという三つはどれも美
賀でしかなし修辞ではない，ということを知らしめてい
る。すなわち[卓越性をそなえていないものは rシュリ
ンガーラプラカーシヤ』第医章で述べたように]aU¥jitya 
(r強さJ.bhavikatva (r感情表現性J)， preyas (rより好ま
しいさJ)という語によって，それらは三っとも美質の内
に挙げられているからである。J)

2. 2.ボージャはこのダンディンの詩節を利

用し，ラサの三つの段階を説明する。その際に

前提となるのは，サーンキャ学派の説である。

サーンキヤ学派では，心身と世界は，物質的

な根本原質から展開してあらわれて，再び根

本原質に解消する，と考える。この根本原質

は，純質 (sattva)，激質 (r吋ぉ)，間質 (tamぉ)と

いう三つの要素 (gut:la)からなっており，原質

においてはそれら三つの要素は平衡状態にあ

るが，原質が展開するときには，その平衡状態

がくずれて，心身と世界が展開する。根本原質

からまず理性 (buddhi)が展開し，理性から自

我意識 (ahailkara)，つづいて自我意識から思考

器官 (manas)と五つの知党器官 (buddhlndriya)

と行為器官 (karmcndriya)及び五つの微細元素

(伽m加 a)が展開する。そしてその微細元素か

ら五つの粗大元素が展開する。この展開におい

ては，転変印刷。ama)説と因中有果論がその特

徴となっている。そして，根本物質とはべつに，

一切の行為をはなれた霊我 (puru~a) という精神

原理をたて，根本原質と霊我の二元論を立てる。

3.前段附

さて，ポージャは，ラサの前段階について次

のようにいう 180

そこ[上記 KλII.275]で， [ダンディンは]

「日まった自我意識の表現が阿部vi[という修

辞]であるJ(吋asvi 而~h油組協加) [と述べる

こと]によって，特定のアートマンに[映像と

いうかたちで]存し (ãtmavi~e~ani~~a)19，卓越

18Sp 674.1: tatra吋asvir吋hぬa此llramity ancna回 a-

vi~c号ani~!hasyotk将!ãdr号þljanmano ・nekajanmãnubhava

SaJ11skllrasl¥di tadra抽出naQ sarnagratrnagUl)asarnpad-
udayãti~ayahctor ahañkllravi~e~asyopasaqlgrahãd ahan-
kãrãbhimãna~r白gãrãdyaparanãmno rasasya manarnaya-
vikararOpCl)abh凶laninぉp.manasi ji1grataQ pOrvぉp.ko!也1
upavM1)ayati I 

19・5回，asthita!p.gUl)avi~e~arn' という表現がSP I.v.3 Iこ

見られる。 SP2.5: atrnasthitaql gUl)avi~e~am ぬa此{tasya
~rñgãram 油ur iha jivitam atmayon時 Itωyãtm~akti

rasanlyatayi1 rョsatv創p.yuktasya yena rasiko・yarniti 
pravadaQ 11 (rここ[この論書]では，アートマンに
[映像というかたちで]評する自我意識の特殊なグナ
をシュリンガーラとよぷ。[それは]カーマの命であ
る。それはアートマンの能力によって味わわれるべき
ものであるからラサである。それのそなわっている人
が rこの人にはラサがある (r百sika)JといわれるJ)そ
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した不可見力 (adma)から生じ，数多くの過去

の生での経験の潜勢力にもとづいて獲得され

る堅固さを有し，一切のアートマンの十全な属

性の卓越した現れの原因であり自我意識の特殊

態(油ailkãravi~c~a) であり，ひとまとめにいえ

ば，自我意識， JJl念，シュリンガーラ等という

別名でも呼ばれるラサが， JJl念からなる変容と

して (m加 amayavikararul刈 a)20思念する人 (ab-

h凶加in)の心においてめざめるが， [そのラサの]

前段階について述、べている。なぜなら， [SP 1. 

v.4ですでに次のように]述べた。 rf;lli1'!を本性と

する人々 (sattvatman)の心に， ISれのないrlAの
ダルマから生じ (aJllaladhannavi~c刊janlll:U1)，他
生での経験によって形成せられた悶勾 (vasana)

にもとづいて日まり，アートマンの一切の十全

さ(satVatlllasaIppat)のJ:[泊した別れの唯一の似

因である，思念よりなるある変W.:(vikara)が日

党める(jag制 i)J

ここでポージャはラサのliiJ段附を品IVJしてい

る。まず，そのラサを有する人について ;J~ー

ジャはいう。ラサは r特'A;のアートマンに与

する」何回avi~c~ani~!ha)21 0 すなわち，めらゆる

人にあるわけではなく rラサのある人J(rasika) 

して，その問所を.Hージャ I.t51' VIIで次のようにtl:
mしている。 51'398.11: alhalmani pratibimbi¥llvarcりaWl・
.l/hitasyãha白ki\ragll~lCl vifc~Cl sya dha口U1¥rlhaphalabhDla・
tf tIyapuru~1\rlhajlvilasya ~!l\g1\rasyãbhimãnãparanrullno 

yany avirbhavakarm.lani yrulI Cil lalkrU'yar.1I lany ananlam-
~Iokena nirdi~ati sam'atmanllm amClllljCl1UI/{H'ifc戸'ljClnmll

IlyMi I (rさて， [シュリンガーラと lムアートマンに]
附像というかたちで (pratibimbadvarcr.la)(fずる， 1'1 i比
忠誠の特殊なIIlS1'J:であり，ダルマとアルタのk，.'j*であ
る[カーマという]人生の三吊日の日的の命。Ivitのであ
り，思念とも呼ばれるのであるが， [その]シュリンガー
ラが[アートマンに]~n.iJ!-~'る J白山閃 (ãvirbhi\Vi水i\raりa)
とその[シユリンガーラの則別の]柿紡*(tatkarya) 
とを，すぐ後の[11'シュリンプfーラプラカーシヤ』知
--I;'i目頭の抑凹1fi.lJの]シュローカで， 'sattvatn1iU1i¥m 
amalajanmavi~c刈anmi\'云々と示している。 J) したがっ
て，ここでいわれているアートマンは， rt~nJ~ とは映
11{ として関係する制村山{耳I!としての~~ (puru~a) を却す
ことになる。

20SP 398.21: mc1namaya ityancna ci¥syl¥bhiml¥natmiU1o 
・hhimanacva m日lamity anyl\va~!mnbhaI'!l niri\ca~!a iti I (rま
に「思念よりなるJ というこの去現で，それ(シュリン
ノfーラ)は， !.ll念を2紅白とする， [すなわち]思念だけに
もとづく，というように， [思念以外の]他のものに対す
る依存を排除している。J)
21ここでの「アートマン」は，サーンキャ学説でいう

ft'J神原理としての~我 (puru~a) を指す。したがって，映
倣という形で， といわれる。

とよばれる特別の人にだけあるものである220

それは，ここに引用されるSP1. v. 4では，純質

を本性とする人 (sattvatman)といわれている。

次に，その特別の人に，ラサが生じる原因は，

r l;i泊した不可見力」である。これは引用され

るSP1. v.4では「汚れのない特定のダルマ」と

いわれている。ここでいうダルマは，サーン

キヤ学派がいう理性 (buddhi)の八つの相ある

いは状態の一つである23。それは/I';z.クテイ

デイ}ピカー.1 (Y/tklidrpikã) によれば，天)ð~~l

典 (sruti) や古伝 ;~t (smrti)によって規定される行

為 (karman)の災以にもとづいて， J1J!性(buddhi)

にある純白分 (sallvavayava)が傾向性となった

もの(ã.~ayabhüta)，つまり行為の余力，行為が

残す治犯ブJである240 そしてそれをポ}ジャは

r J:[泊した不可JUJJともUf-んでいるわけであ

る25。サーンキヤ学派の品では，このダルマに

よって， Ili印刷して次の生に生まれる際の生まれ

先がさまる260 これを悲l位すれば，ラサは過去

2251' 665.4: yadi I!lval Siぽvasyalada siU'vm!ljagad rasikmll 
syat I na caiuld asti I yalilりklLkidrasikaJ.1 Iul~cit lu nlraso 
df~yalc I (r J; .t，もし.すべての人におこるのだとすれ
I.t， t世界中[の人々]がラサをもつものであるというこ
とになってし去う。しかし，そのよう必ことはない.な
ぜなら.ラサ~Wつ人とラサ~Wたない人がいるという
ことが純験的に知られているからである.J) 

2JSK 23: adhyavasayo buddhirdhiU'mojfl!lnmll virl\gaai~. 
vllryam I sattvikam cU¥l1 r日pm!lt.'¥masmu asmadD viparyas 
I;IIU!I (/J!WII，n (1969a， 198) r J1I!t.J: 1よ決断(の作川会なす
もの)である.(且!性I.t純質的であるか防質的であるかに
従って.八wの状1[1に必る.)功徳.知J~，雌欲， n<正一
これが(J1I!性の)純質的状1自である.!}1質的(状fl!.1)は
この反対である。J)

24 YtlktidfJフikllon SK 23: Iiltra ~rutismrtivihit.'\nrull kilnua~. 
ruu iU1U~!hãnãd buddhyavaslhal.1 silttvl¥vayava Mayabh日10
dhllIma ity ucyalc I 

2~不 ïlJjUJは，サーンキャ~.f:Mの文献にはほとんど比
111されない。 -j}， ヴァイシェーシカ学Mでは，ブラシャ
スタパーダ以降アートマンの同性としてのダルマとアダ
ルマと rí~-制され.ヴァイシェーシカ哲学の体系のなか
ではm到な位li/l~ 占めている。ここでポージャの「不可
見力」という泊のiJI!川は.それが*たす役割，すなわち
1陥則する先の境遇決定型凶という共通性を見出した上で
のな図的なものであろうとJ.llわれる。
26SK 44: dhanncQa gmnanam Ordhva'1l gamanam adhas. 

t.'¥d bhavaly adhanncQa I j陥 lcnacl¥pavargo viparyayl¥d 
i~yalc bandhaJ~ !1 (服部沢 (1969a，203)r (輪廻の主体とし
てのC財団な有機体には，)功徳によって(傾向づけられる
ことによって)，向上(してよりよい境遇において肉体を
仰ること)があり，罪過によって(より低い境遇への)沈
下がある。(原質と抑制1原理とを区別する)知識によって
解脱が， (その)反対(の無知)によって束縛があると考
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になした良いおこないから生じるということに

なる。

そして，そのラサは r数多くの過去の生での

経験の潜勢力にもとづいて獲得される堅固さを

有している」。すなわち無始以来繰り返されて

きた生での種々の経験による潜勢力 (smpskara)

をともなっている270村上(1978，293・295)によ

れば，サーンキヤ学派では，一般にダルマある

いはアダルマと潜勢力は，ほぽ同一視されると

みてよい。しかし，ボージャのラサの場合には，

同ーとまではいえないようである。ポージャに

ついていえるのは，ラサには過去の数多くの生

での経験による潜勢力が，潜在的なかたちでそ

なわっているということである。

さらに，そのラサからおこる結果は，一切の

アートマンの十全な要素の現れと卓越，といわ

れる。「アートマンの十全な要素」は r特定の

好み，見かけ，身振りなどを明らかにする」と

され，さらに「結成・楽・苦・欲・嫌悪・努力・潜

勢力など」といいかえられる28。後者は，ヴァ

イシェーシカ学派ではアートマンの属性とさ

れるもので，潜勢力以外は，アートマンの証相

えられる。J)

27Sp 665.8: asMh直ral)aJ1l tu pratyag五回lagatanadi-

vasananubandhi dharmak均叫1bhavitum arhati / (r一方，
[ある人が「ラサのある人 (rasika)Jと呼ばれる]共通で
ない[原因]は，人それぞれのアートマンに存する無始
以来の潜在印象をともなった，ダルマの結果であるはず
である。J)

28Sp 663.16， J 429.19: ucyate / na ratyadibhoma rasaり
/畑中 tarhi [1] ~p'!gãraり/ ~rñgãro hi nama vi~i狩ゆdrHa・
ce号戸bhivyanjakan詞1 a回 agul)asampadゐn u泳ar~abIj aJ1l
bud叫hisukhadu与khecchãdve~aprayatnasaJ1lskãrãdyati~aya

hetur a回 ano'hailkãragu早avi~e号幼(1 sa cetasal) rasyam加 o

rasa ity ucyate / yadastitve rasiko 'nya白atvenIrasa iti / 
tadãvirbhãvahetava~ ca tatprabhava eva bhav功/(r【答】答
えよう。最高潮に遣した恋愛など (ratyadibhOman)がラ
サなのではない。【問】それではなに[がラサ]なのか。
【答】シュリンガーラ[がラサ]である。なぜなら，シュ
リンガーラとは，自我意識の特殊なグナである。[それ
は]特定の好み・見かけ・身振りなどを明らかにする
(abhivya吋aka)，アートマンの十全な属性が卓越する原因
(utkar~a切のであり， [いいかえると]認識・楽・苦・欲・
嫌悪・努力・潜在印象等[というアートマンの属性]が
卓越する原因である。[そして]それが心によって味わ
われるとき，ラサといわれる。[そして]それは，それ
があるとき rラサのある人』といわれ，そうではない
とき rラサのないひとJ といわれる[ものである]。そ
して，諸感情は，それ(シュリンガーラ)があらわれる
原因であるが，それ(シュリンガーラ)からおこるもの
に他ならない。J)

とされている290 すなわち，それらがあること

によってアートマンの存在が知られるものであ

る。このことから考えると rアートマンの十

全な要素」とは，特定の「好み」や「見かけ」

「身振り」からよみとることのできる内面的な

心のはたらきと考えることが出来る。

そしてそれは，自我意識の特殊態といわれる。

特殊態というのは，サーンキヤ学派では，原質

の三つの要素の平衡がくずれたもの，つまり平

衡がくずれ原質から展開したもののことをい

う30。したがって，ここで自我意識の特殊態と

は，自我意識の三つの構成要素の平衡の変化に

よって展開したものということになる。それを

ポージャは，自我意識という同じ語でも呼び，

思念あるいはシュリンガーラと呼んでいるとい

うことになる。そして，それは，思念する人の

心の中で，思念からなる変異(manamayavikara)

として目覚めるのである。

4.中段階

4. 1.次の中段階は，具体的に感情がおこり，

それが徐々に高まっていく段階である。ポー

ジャは次のようにいう310

[ダンディンは Kλ11.275で]rラサによって美

しくなった表現が有ラサであるJ(rasavad ras-

apdalam)とのべることによって， [パラタが

『ナーティヤシャーストラ』において]r感情を

喚起する条件と感情表現と一時的感情の結合に

もとづいてラサはおこるJ32 [と述べているよ

うに]恋愛などとして多様に顕現し， [さらに]

29VS (Candr加 anda)III.2.4: sukhaduりkheicchadvesau 
prayatnM cety atmalifigani / (金合訳 (1971，67)r呼吸閉
日開目生命意の行進他根の変化・楽と苦・愛と憎及び勤
男・以上は我の証相であるJ)

30SK 36: ete pradIpakalp功 parasparavilak~al)ã
gUl}avi~e~ãi} / k{tsna!p. puru号asyarthaJ1l prakã~ya bud-
dhau prayacchanti 1/ (服部訳(1969a，201)rこれら(三種
の)構成要素の特殊態(である外的・内的諸器官)は，
互いにその特質を異にしながら， (あたかも燈芯と油と
から成る)燈火(がそれらの要素の協力によって対象を
照らすの)と同じように， (互いに協力して)精神原理
が(享受しようと)めざすものをすべて照らし出し，理
性に提供する。J)

31 SP 674.16: rasavad rasape~alam ity anena vi-
bhã~伽ubhãvaηabhicãrisa，!，yogãd rasani~pattir iti ratyadi. 

ri.ipel)anekadhavirbhavato 'bhivardham盈lasyaparaprakar~a. 
gおninaり ~rfigãrasyamadhyamam avas曲面1avasthapayati / 

32NS VI: vibhavanubhavavyabhicarisaJ1lyogad 
rasani~pattiり
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強まって，最高潮に述する(paraprak創刊g面1泊)

シュリンガーラの中段階を確定している。

この中段階で，ラサは，恋愛などという具体的

な感情として顕現する。感附表現や，付随する

一時的感情をともなって，最高潮へとたかまっ

ていく。このことは，ポージャによって次のよ

うにいわれている。

恋愛などの 49の感仰は，さまざまな喚起する

条件からおこる。[それらの諸略的は]シュリン

ガーラ自体を周聞から取り聞みつつ，多くの炎

が火(saptarcis)33[を日めるの]と同じように，

[シュリンガーラそのものを]日める。

ここでは，唯一のシュリンガーラが，組々の感↑，'J
によって向まっていくことが，多くの炎によっ

てさらに燃え上がる火で喰えられている。

'1. 2. この中段階では，まず対象としての条

件 (ãlambanavibhãva) によって，~↑J'Jが引き A11

こされる。このことをポージャは次のような比

倫を用いてi泊IVJする340

たとえば，月が山ていれば月民石が泊を滴らせ

る(sy叩白川ように，太防がでていれば目見石

が炎を出す(jvalati)ように，抑脳があればノ1<M，が
溶ける (viliyalC)ように35 それといjじように，あ

れこれの対象としての条件にもとづいて，それ

ぞれの形相 (akara)に変{じした (pariりala)~.\.W l" . 

Jむ識という添性 (upadhi)をそなえている， J，以念
のある人の心に，恋愛，怒り，悲しみなどとい

うそれぞれの略的がおこる。

ここでは，月，太防，抑j脱が対象としての条例:

に，月長石，日長石，水11lIがJ~1念のある人の心

に聡えられている。そして，月長石におこる渦

をたらすという変化と日長石におこる炎を出す

という変化と水品におこる溶解という変他が，

33sap伝rcisは， saptajihva/sapt.1jvalaともいわh，kali， 
larlUi， manojavll， sulohitll， sudh日mravarl)ll，ugrll， pmdIptaと
~ Iう七つの舌をもっとされる祭火。
34Sp 687.14， J 444.11: ，kathmp punar vibhi1vanublu1va-

り'(/bhicarisa庁lyogadr，仏rani~pattill [/] ucyatc [/] yathcndu-

、.lImidherga判北功 syandatc，yatharkasannidhcs sQrya-
l.1nto jvalati， yathll karp日msannidh叫 spha!ikovilIyatc 

1.llha tebhyas tcbhya a1ambanavibhllvcbhyas tattadakllrapari-
1I.llcndriyabuddhyupadhiyogino 'bh出lanimanasastc tc rati-

hlldha~okãdayo bhav功samutpadyantc/ 
JS r樟脳があれば水品が溶ける」については Pollock

(1リ98，179n134)同様，他の用例を見いだせていない。

こころにおこる感情に喰えられている。感官や

意識は，それらの対象としての条件それぞれの

形に変化し (pari加ta)，思念のある人の心の添性

となる。そしてその心に，恋愛，怒り，悲しみ

などの感wがおこるのである。いいかえれば，

対象としての条件〉の形に変他した感官と意識

という添性によって条件づけられた心が感情で

あるということができる360 対象の形相に変化

した感'(fゃな誠は，心に対する添性となる。心

そのものが変化して恋変などという般的になる

わけではない。

ここでの，月公石の除え，日公石の喰え，水

tillの喰えは，それぞれ，恋~， 1ft怒，法以とい

う略的についての除えとなっている。 ìJ~ージャ

は恋況という~仰が，対決としての条件によっ

てひきおこされる助合について，次のような例

を引いている37。

結くべさことに，ハスの花びらのIU!をした[女

性]の，汚れのないJjのような飢がそばににある

ことで，私の[心は]しばらくの|川ぽうっとして

しまい.Lllにある尖しい月民石が液状{じをうけ

るように，私の心1J:38f伐状{じという定他(vik加。
を党けている。

このJG旬は，パヴァプーティの作品 rマーラ

ティーマーダヴア.1(Mararrmadhava)において，

恋人となるマーラティーに初めて対i目した隙

に，マーダヴアが発した司*である。ここで

は，マーラティーの月のように尖しい創が対決

としての条例:であり，それによってマーダヴア

の心に液状化という変化，すなわち恋~という

略的がおこっている。

tt't怒という感情の場合について，ìJ~ージャは

36 この間mにみられる.感官あるいは忠J4\が大J1~のmm
に淀イじする (paril)a141)という考え方1;1，ヨーガq:M，サー
ンキヤ学M，ヴェーダーンタCJ.Mの諸説抽に見出される
ものであるJII口(1985)をさ全開せよ。
37SP 687.17， J 444.14: tc ratyadayo yatha / ü~caryanl 

ulpaladr~o vad，mamalcndusannidhyato mama muhur 

ja~limllnam ctya / jatycna candramal)incva mahTdharasya 

sandh訂yaωdravamayomanaso vik加り//(Mala/imi1dhava 
III.5) 

38SpのテキストはR版， J版ともに‘manaso・と同格の読
みを提示する。しかし.・candramaninll'という具格形で示
されている比磁の基準との対応を考えればMi1latimadhava

のBSPS版が提示する‘manasu'という具格の読みのほう
が過していると思われる。
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次の例を引いている390

それから，ご主人様，かの，きつい言葉 (du-

m晶haraI)a)とpう苦痛を与えるもの/陽射し

(atapa)によって，シーターは，穏やかな性格で

ある (saumya)にもかかわらず，ほんとうに不

快な気持ちになり，鋭く明るい炎のような言葉

をベ思慮なく (s油asa)発して，日長石という

石 (tap加 ak加凶ila)がもえあがるように，燃え

上がった。

羅利王ラーヴァナによってランカーへ述れ去

られたシーターを奪還するための偵察でラン

カーへ赴いた狼のハヌマットが，偵察を終えラ

ンカーからインドヘ戻り，主人であるラーマに

その報告として語った言葉である。線利王ラー

ヴァナに乱暴な131定を投げつけられて，シー

ターは怒りに燃える。

さて，次に，水品が溶ける，という喰えによっ

て示される悲哀という感'附が，対象としての条

件によって引き起こされる場合について，次の

詩句をポージャは例として引く 410

それから， [ラーヴァナ等という]悪[事をはた

らく]悪魔達は，金色の鹿に変装するというや

りかたで，この[，絵に描かれている，シーター

の略奪という]この[悪]事をはたらいたが，そ

れは既に報復がすまされたにもかかわらず[私

たちに]苦痛を与えている。空虚な[すなわち

シーターのいないダンダカ森の]ジャナスター

ナ[という場所]では，その悲しみが明らか [1こ

みてとれる]尊敬すべき人[すなわちラーマ]の

振る舞いによって，石でさえ泣き (roditi)，ダイ

ヤモンドの内部でさえ，割れてしまう (dalati)。

ラ}マと妃シーターは，ラーマの弟ラクシュマ

ナとともに，自分たちが主人公として登場する

39 Abhinanda;s Rt1macarita X医 .89:tent1伽 nt1thadur-

udaharaT;lataperω saumyapi nama par~atvam abhipra-

P仰 na1 jajvala tïlqa!lllvisadã~ sahasodgiranti vãgarci~as 
tapanakllntaSileva sftt1 11 

40文字通りには r鋭〈明るい (t政明早avisad功)言葉と
いう炎 (Vãg訂ci~as)J

41 SP 688.5， J 444.20: sokadayo yatha I atheda1Jl rak~o・
bhi~ kana知hariT)acchadmavidhinatathavrtta1Jl pt1pair vy-
athayati yatha k~ãlitam api 1 janasthane s伽 yeviSada-
karUT)air ãryacaritai~ api grava rodiηapi dalati vajrasya 
hrdayam IIBhavabhoti作 Uttararamacarita1.28にほぼ一

致。 Sharmaed.とは， c句下線部が異なる。また， Can-
dr北ala注には，同簡所について， 'vikalak訂ul)ail，l'との異
読あることが示されている。

叙事詩『ラーマーヤナ』の一場面を描いた絵画を

見ている。そこに拙かれているのは，三人が祖

国コーサラをはなれ，ダンダカ森で迫放者とし

て暮らしていたときに，ラーマが羅~-Uの王ラー

ヴァナの友人が姿を変えた金色の鹿によって

おびきだされ，その隙にシーターがラーヴァナ

によって辿れ去られた場面である。今，ラーマ

はすでにランカーでのラーヴァナ討伐を終え，

辿れ戻した妃シーターとともにいるにもかかわ

らず，そのつらい出来事がまざまざと思いださ

れる。「ああ，私にはジャナスターナでの出来

事がまるでいまおこっているかのようにおもえ

るJ (hanta vartamana iva mc jan出血如何ttan帥

pratibhati)というラーマに，弟のラクシュマナ

が応じたのが上の詩句である。ここでは「溶け

るJ(vi1iyatc)ではなく「泣く J(roditi)と「割れ

るJ (dalati)となっている。ここで，石やダイ

ヤモンドは，ラーマの堅田な心をあわらしてい

る。いかに堅固な心とはいえ，愛するシーター

が連れ去られたことによって，そこに悲哀とい

う感情がおこるのである。

4. 3.次に，ポージャは，対象としての条件

によってひきおこされた感情が，かき立てる条

件によってかき立てられることを次のように説

明する42。

さらにまた，たとえば月の出に海水が励描する

(k~ubhyaのように，たとえば不規則な生活のせ

いで病気が悪化する (abhivardhate)ように，不品

行な人がいると品行方正な人が極度に苦痛を感

じるように，それと同じように，あれこれの経験

による潜在印象をそなえた心に，あれこれのか

き立てる条件から，あれこれの変化 (vikara)が

おこり，あれこれの感情のたかまり (abhivrddhi)

に至る。

ここでは，月の出，不規則な生活，不品行な人

が，かき立てる条件に，そしてそれらによって

かきたてられる，つまりたかまる感情が，海水，

病気，品行方正な人，そして，たかまりへ至る

42 SP 688.10， J 444.23: atha yathendodaye s阻 1・

udraり k~ubhyati， yathapathyasevaya vyadhir abhivardhate， 
ya由加訂yasannidhel，l(lSadhuり1)sutarぉp.(2dul，lkhakaroti2)， 
U血atebhyas tebhya uddipanavibhavebhyas tattadanubhava-
saqlskarayogino manasas tattadbhavabhivrddhaye te tc 
vikara upajayante I 
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見(じが，海水の動揺，病気の悪化，品行方正な

人がおぼえる苦痛にたとえられている。

まず，動指 (k~obha) の場合にポージャはカー

リダーサの『ラグの系譜』のー詩句を引く 430

彼[アジャ王]は，生まれ持った冷静さを失い，

Mでむせびながら吸いた。周囲を熱せられると

欽でも柔らかくなる。[まして人間の]心に関

してなにをいうことがあるだろうか。

ニの詩句は，妃インドウマティーの急逝にみま

われたアジャ王を描写している。ラーマの祖父

であるアジャ王は，冷静さを生まれもち，心が

!l出賂することは通常の場合にはありえない。し

かし，インドウマティーの突然の死という極度

の苦しみによって，冷静さを欠い，涙でむせび

此いている。加熱すれば鉄でさえ柔らかくなる

が，アジャの心も極度の半さによって冷静さを

尖っている。この場合，かき立てる条件は，妃

インドウマティーの死であり，海にたとえられ

ている感情は，アジャ王の本米の冷仰さ，すな

わち堅固な心にあたり，その心が柔らかくなる

という変化は，月の山に海におこる波立ちにあ

たる。

培大(abhivrddhi)の場合について， iJtージヤ

lよ同じくカーリダーサの『クマーラサンパヴア」

から次の詩句を引く 44。

彼女[ラティ]は，彼[マドゥ]をみて，激し

く泣き，両胸をおさえて手Uδを打った。なぜな

ら，親しい人が而i刊にいることで，悲しみが似

をきったかのように，わきあカtったから。

カーマ(愛神)によってこ白行を妨げられたこと

に怒ったシヴァ神は第三の限から光線を発し，

カーマを焼き殺す。カーマの実ラテイは，術般

のあまり気絶し，気絶からさめたときに凡111し

たのは，灰になった夫カーマであった。ラテイ

は，同行していたはずのカーマの親友マドゥ

を探す。そして，ラティのよびかけにこえてマ

ドゥがラティの前に姿をあらわしたときの，ラ

43Sp 688.12， J 444.26: tc tatk~obhc yatha I vilalapa 

sa b~pagadgada'Jl sahajam apy apahaya dhiratam / abhi-
taptam ayo 'pi mardavar.n bhajate kaiva katha farïri~u // 

(RaghuvafJIfa VIII. 43.) 

44Kumarasar.nbhava IV. 26: tam udik子yarllroda siJ 

bhrfafJI stanasar.nbadham uro jaghana ca / svajanasya hi 
dll~klωm agrato vivf1advtlram ivopajtlyate // 

ティを描いている。夫カーマの親友である親し

いマドゥの姿をみて，ラティの悲しみは一気に

わきあがった。ここで，かき立てる条件は，眼

前にあらわれたマドゥであり，それによって，

病気が不品行な生活ゆえに悪化するのとおなじ

ように，夫カーマを亡くしたラティの悲しみが

地大するのである。

対立 (pratikulya)の場合について，ポージャ

は，カーリダーサの作品『ヴイクラマ・ウルヴア

シーヤ』から次のような例を引く 4S。

五本の矢もつ[カーマ判1]は，容易には子に入

らないもの[であるウルヴァシー]をもとめる

気持ちを押さえきれない私の心をnっ先に弱ら

せる。[その芳在で愛仰をかき立てる]マラヤ

山から I~ く胤でそのw白い[枯]策をすっかり

i6としたほi刊のマンゴーの木々が病身:を凡せて

いるときににおいておや。

プルーラヴアス王は，正妃の子IlU，天女ウルヴア

シーに対する恋心をおさえなけらばならないの

だが， しかしそれをおさえることができない。

その恋心を，マラヤ山から吹く涼しい/!fr¥や，マ

ンゴーのがiff-という恋心をかきたてる到来が，

プルーラヴァス王の気持ちに反して!liにかき立

てるのである。

4. 4.対象としての条1'1:によって心のなかに

おこり，かき立てる条1'1:によってかき立てられ

た感的に，さらに略的表現とー111的感↑，'1がおこ

る。それを ;j;-ジャは次のように説明する460

たとえば，ただ一本の木などに，件・大技・小

枝・つるをはじめとする[個々の]様相 (prakara)

4SSp 688.18， J 445.4: tatprlltik日1ycyathll I idam aSIl・

labha凶 sru priJrthaniJd IImiviJれ'af{lprathamam api mano 

mepancaba卯!Ik~i仰ti/ kim lIIa malayavatonmalitapa!l4u・
patrair IIpavanasahakilrair darfite~v at1kure~u Iグ(Vikramor-
vafiya 11.6) 

46自)688.21， J 445ふ athayathaikasyllpi bh日ruhl!dcり
kãl，l~askandh~ãkhãVi!apãdayal.l pr成五ral>， pal1avapatra・
pu~paphalasampadl!dayo vikllr功， ckasyllpy ambhasaり
pravllhllvartabudbudatara白glldayo viv訂 t功， muktapha1a-

phcnalavUl，lakarakadayo viparil，l泊n坤， ckasyapi dhvancs 

taramadhyamandr釦u~!llぬyo bhcd功 vafl，lapadavllkya-
k口Ijitadayoavacchcd功， ckasYllpi vllyoりpravahllvahap叩・

vahadayaり skan品功 pral，lapanavy如 adayo 'nubandh功
tcbhyas tcbhya upl!dhibhyo jllyanω， tathaikasyllpi rati-

krodh~oklldcs tcbhyas tcbhya upadhibhyasωtc 'nubhllvll 

vyabhicãril，la~ cabhyantara bahyM ca vyavasthasam-
plavllbhyぉnupaplavantc I 
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と，十全な (sampad)47芽・葉・花・実などという

変容 (vikarゆが，あれこれの条件 (upadhi)から

生じるように.[また]水は一つであっても.[そ

れに]流れ・渦・あぶく・波をはじめとする変形

(viv制 a)と48.l'窃k・[団現状の]泡(phena)・塩・

包などという変他 (vipari1)ama)があれこれの条

件から生じるように.[また]音 (dhvani)は一つ

であっても. [それに]高(tara)・中 (madhya)・

低 (mandra) ・叫び/超高音 (kru~!a)などの泣い

(bhcda)と，古・ (var可a)・語(pada)・文(vakya)・さ

えずり (k可ita)などの区別 (avaccheda)があれこ

れの条件から生じるように，風は一つであって

も.[それに]プラヴアハ・アーヴアハ・パリヴア

ハなどのグループ(skandha)と，呼気(pr同a)・吸

気 (ap加a)・体内を術開する風(vy加a)などとい

う迎税体(anubandha)49があれこれの限定条件か

ら生じるように，それとおなじように，恋愛・怒

り・悲しみなどは.[ただ]一つであっても.[そ

れにJ.あれこれの限定条例:から，内的・外的なA霊

的表現と一時的感怖が，ベつべつにあるいはjiJl

然一体になって (vyavasthasamplavabhyam). あ

ふれ出る (upaplavantc)。

ここでポージャは，先に対象としての条件に

よっておこり，かき立てる条件によって日まっ

たひとつの感↑，'Jから，それを条件付けるもの

(upadlのによって，感↑j'J表現と一時的感情がお

41ここで芽や県史について「十全なJ(sampat)という誌を
付加するのは，アートマンの十全な属性(1I加agul)asampat)
をポージャが忠誠しているからである。

48ここにあげられる海と波の耐えは，ヴェーダーンタ学
派において，プラフマンと耳目t界についての耐えとしてよ
〈使用される。たとえば， Sallkarabhlifya ad Brahmasl1tra 
2.1.13.このことは.中村(1950，519・20)において触れられ
ている。また中村は同じ箇所で.パヴァプーティの『ウッ
タララーマチャリタ』を引用して，文学作品にあらわれたヴ
ェーダ}ンタ思想の例としている。 Uttararamacarita3.47: 

cko ras~ karul)a cva nimittabhcdad bhinn~ Prthak prthak 
ivMrayat巴 vivartllnI lIvartabudbudatara白gamayllnvikllrun 
ambho yathll sa1ilam cva hi tatsamastam 11 

49これら五つの「風」は古〈はウパニシャツドにまで

遡る。 Brhadilral)yakopani~ad 1. 5. 3: prlll)o 'pano vy如 a
udana年samano'na ity e悩 arva.q1praI)a evaitanmayo va 
ayamll加1Ivll白nayomanomay~ prlll)amayaり11 ((中村訳
(1990，113) r吸気(吸う息， pr句a)，呼気(出る息， apllna)， 
媒気 (vy加a)，上気 (ud如 a)，等気 (sam加a)なる息のはた
らき(=それら五つに共通するもの)，これらすべてはプ
ラーナ(単数)にほかならない。じつにこのアートマン
は，この[三つ]よりなる。すなわちことば(発声機能)
よりなり，心よりなり，プラーナよりなる。J)

こるということを，木50 水51 音52 風，とい

う四つの比除を用いて説明している。一本の木

には，幹や枝などの「様相J(prakara)があり，

また，そこから生じるものとして芽や葉や花な

どの「変容J(vikara)がある。また，水には，あ

る条件のもとで，流れや渦ゃあぶくなどという

「変形J(vivarta)があり，また.n珠や泡などと

いう「変化J(vipari1)ama)がある。音には，音程

の「区別J(bhcda)があり，また，語や文などと

いう限定 (avacchcdのがある。また風には，天

50一本の木についての様m~ (pr:北ãra) と~%(vikara)の
比帽である。一本の木には，幹.大技，小枝， Mという
様f~ (prakilra) があり，また.芽.架，花，~という変
異(vikara)がある。一本の木には，幹があり.大きな校
や小さな技があり，場合によってはつるのあるものもあ
る。この場合，木は水として一つであるが，しかしそこに
は幹や枚やつるとしてとらえられる多総性がある。一つ
の恒常的感情には，租々の~~f)'l表現と一時的感情という
多様性があるということになる。ところで， 11¥ーな木と
その枝の多様性という比鴨は，たとえば，シャンカラの
Brall1nasl1trabMfyaで，不一不見論的な立t易からのシャン
カラに対する反論者の見解に，プラフマンの11¥-性と多様
性をあらわす比耐として用いられている。一方，木からは
芽がIl¥，さらにそれは誌になり，花がつき.史が尖る。こ
こで，先におこった感情は一本の木であり，それには様態
(prakflra)として大技や小枝あるいは貰があるのとおなじ
ように，租々の感情表現や一時的感情がある。あるいは，
一本の木から.変異として芽や1+]が山て，花が咲き，突が
~るのと同じように，先におこったひとつの感情から変
異としてさまざまの感情表現や一時的感情がおこる。こ
の樹木とよJ!~の時えは，おそら< D'ナーティヤシャースト
ラ』を忠誠したものである。 NSV1.38 ya出abijad bhaved 
vr~o vak~lIt pu~parp pha1arp yathn I athll mnlarp ras功sarve
tcbhyo bhnvll vyavasthitll~ 11 (上村訳(1990，370)r租から
樹が生じ， mから花と泉央が生じるのと同様に，すべて
のrasaは根源(m口la)であり，それらから bhllvaが成立さ
せられる。J)

51ここで潟水には，変様 (vivarta)と変化 (viparil)lIma) 

のニつが立てられている。例から判断すれば，前者は質
的な変イじをf~わない場合，後者は質的な変化を伴う場合
を指していると考えられる。水とあぶく，渡，泡の比聡
は，ヴェーダーンタ学派の不一不二論の系統で，潟水が
波とは異なっておりかつ異なっていないのとおなじよう
に，プラフマンと現象世界も異なっておりかつ異なって
いないという不一不異説 (bhedllbhcdavllda)の説明によく
使用されるものである。しかし，ここでは，あぷ〈と波
は海水の変様，泡は海水の変化とされているから，あぶ
く，波，泡が同列に扱われていると考えることは出来な
，， ~o 

52音には，高 (tilra)，中 (madhya)，低 (mandra)，叫

ぴ/超高音 (kru~þl) という遣い (bheda) と音 (var早a) ，
語 (pada)，文 (vakya)，さえずり (knjita)などの区別
(avaccheda)がある。遣い (bheda)であげられる高，中，
低は， TaittiriyapratiSakhyaXXII.13にみられる発声場所に
よる音色の違いである。
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上を吹く風や地上を吹く風などの「グループ」

(skhandha)があり，体内を吹く風などの「辿統

体J(組ubandha)がある。これらによってポー

ジャが意図しているのは，木，水，音，風とい

うそれぞれひとつのものが，観点の相述やそれ

の変化などによって紐々のありかたをとる，と

いうという点にあると思われる。

ひとつの~g;'h'Jからおこる感'h'J表現と一時的感

情は，以上のように I~~I列されるが，それらは，内

的なもの (abhyantara)と外的なもの (b油ya)に

それぞれ分mされる。 n体的には，内的な感↑，'J
表現とは，込!AiJ・欲・峨J出・労力であり，外的な

感情表現は，心の活動 -L?必の活llVJ・，白川の活

動・身体の活動である。内的なー1J'1的略的は，

物思い・ WJ待・狼引・熟考などであり，外的な

一時的感情は，iF・j'L毛・以 .trii色が必わるこ

となどである53。

恋愛という感↑，'Jからおこる略的必別と-1J:i的

感情の例として， ìJ~ージャは『クマーラサンパ

ヴア』の持簡を引く 540

山の娘[パールヴァティー]もまた，却を11¥し
た若いカダンパの水に[に似て刈!日Lのたった]

S3Sp 689.3， J 445.12: tatrl¥hhyantarl¥ vyahhiCl¥ri刊
cintautsukyãvcgavitarkãdaya~l， hallyal) svc(laromãncã~ru

vaivarl，lyl!daya 1.1 ， mlUhhnvc~v l¥hhyantarl¥I.1 5m;ぽ品l，1ccchl¥-
dve~aprayatnl\ I.1 ， hl¥hyl¥ lI1anOVl\ghuddhi~ar1rl\ramhhl\ I.11 (rそ
れらのうち.内的なものは，ーlI!j的感仰のJ!j合I.t，物lli
い・期待.m引・刻々などでめり.外的必ものI.t，if・立
G・涙・朗色が埠:わることなどである o ~占的 l<IJ!につい
ては，内的なものは， M!.ul. ~ . kll![!・勿)Jであり.外
的なものは，心の活動・汁民の11~励・江川のm助・身体
の活動である。J)

S4Sp 689.6， J 445.15: tc~u ratiprabhavl¥ y;lthl¥ I ViV{"!lWltI “ilasutapi bM~'am a片gai[1sp/llIracJMlakacJamIJtlkalpai!1 / 

sc1cl主{1ilcilrll1are!l" tllSI/UIII mllkhenll pllfγaSlm'ilocanma 
/ (KwnarasG/.nbhava 1II.68) i(C;nすれば rその IU~ をさよ
ろきよろさせているいっそう提らしい加で， [彼;火1.1:] 
斜めに傾けられていた』となるが，下にあげたマッリ
ナータ注 q~&ずかしさで加を削けていた (hriyl\ mukh叫1
sac'酎tyaslhita)Jを参附し，上回のように汎す。なお.
この詩煩にはj'~.1'~があり.その読みの方が自然である。
Kaleの注を参附のこと。 M;lllinllthathcrcon: vivmvatIti 
I sailasutapi sphuradbalakadambakalpail.1 vikasatkoma-
lanïpasad{~ail.1 pulakitair ity arthal.1 I r~acJasaml7plall. 

ityad泊akalpappralyay均/叫gaiりbhl¥vmllratyl¥khyarp. 
viv仰vati prak~ayanlï carutarcl，la paryastavilocmlcna 
vn4avibhr加 U即 位cl，lamukhcna asllci sllci s叫lpadyam如 a
sl¥cik{筒 liry必lqtllI liryaganhe saci lira!1 ityamaraり/
tasthau I hriya mukharp. sacilqtya sthitcty arthaりIna 
kcvalarp. harasyaiva dcvyll apy udito ralibhava iti bhllval.111 

55四肢で[恋愛という]感情をあらわしながら，

[シヴァにみつめられたはずかしさで]その限

をきょろさよろさせているいっそう愛らしい朗

を斜めに傾けていた。 56

シヴァ判lにみつめられたパールヴァティーは，

n肌という感的表現で恋況という略的をあらわ

しており，しかし，その態度は， Jめずかしさの

ゆえに正而からシヴァ制Iをみることがない。つ

まり，自分の恋況という感↑，'J を{!.~~民 (avahittha)

という -1I:i的略的でおさえている。

4. 5.つづいてポージャは，それらJ打々の娘

↑，'Jからラサがil:. じることを次のように 1~~IYjす
る570

サトウキピから汁 (r;L~a) が， なたねカか、られ削油h同カがt，
[金]払

からパ夕一が，11ft)‘ら火が， [それぞれに応じ

た]あれこれの~:iHや火や制作[村りなどとの

紡合にもとづいて ~I:. じるのと IliJt)Hこ，それぞれ

のl政必ずる条件，~.I.%'J :}Wl. 一時的出↑，'Jとの~I'j

合にもとづいて. :ili ~党やf{t悠や;也氏などから，
<b tLこれのラサカ r~l:. じる。

ここでは，サトウキピ，なたね，金SJlifi，鉄鉱

石，糾!礼，析がJR々 の略的にたとえられ，それ

らから生じる汁， ?11r，金，欽，パター，火がラ

サにたとえられ， H31L，火，l日WH{~~;が喚起す

る条件，ru:;↑旧公別，-1J:i的略的にたとえられて

いる。ここにみられる比時は，サーンキヤtFilll
が[!-1r! 1イ i県』ぬのi~~IYJ としてよく仰川ずるもので

ある。

SSYivarana on KlI1nelrasamb/1lI1'll 111. MI: bdamho 
v{k.~aviSc~al.1 I m)gl¥nl¥lll rOIl1l¥nCit.ltVl¥d atra taL~l\d {Sy;U1\ I 

bdambakusumani hi romatulymlalani I 

S6SKλY. 138， udl¥harar.Ja 5: anubhnvl¥dcr ;Ulcbsyaik;l~ya 
va punarutpattir anubandhal.11 50・nckasyayatha I viv{"!lwlIr 

SlIillISII1e1pi bhelmm mlglli[1 sp/llIracJbalakacJambllkalpai[1 

/ st1cfkrNll ct1rulllre!l(1 laSI/UIII mllkhena par)'asun'ilo・

canena // atra dcvyal.1 slI1ararau p口rvamutpanna raliり
sl¥bhill¥与atadavalobncnavivikt;\V;l~antllllibhir uddipymnllnl¥ 
romru1cl¥vahiUhal北与al，ll¥bhy同 S!lttvikavyabhic!lribhyam
anubadhyatc 11 

S7Sp 689.19， J 445.26: atha yathck.~ubhyo rωal.1 
sarppcbhyas tailarp. dhatubhyo hir叫yarp. a~lI1abhyo 

loharp. dadhno navanltarp. k~!hato 'gnis tcbhyas tcbhyo 
yantr!lgnimmlthasarp.yogcbhyo ni号patmltitath!l svcbhy功
svcbhyo vibhavanubhavavyabhicarisarp.yogcbhyo ralikrod-
ha~okãdibhyas tc tc rasll ni~padyanl巴/
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このラサの生起を説明して，ポージャは次の

詩句を引く 580

迎良く，私は，ラーフの口に入った月の一片(can-

drakala)のような肢愛の女性[であるマーラテ

ィー]に到述し，この盗人の刃がとどく飽聞か

ら， [彼女を]辿れ出した。恐怖に苦しめられ

る[心]，悲恰に渦ちた[心]，驚明でかき乱さ

れた[心]， tn怒で燃え上がる[心]，日びで花

聞いた[心，というように百楽で表現できる]

心がどのようにしてありえょうか。

辿れ去られ，今にも倣牲として仰げられようと

していた恋人マ}ラティーを救い出したとき

に，マータ.ヴァがjliったことばである。マーラ

ティーを救い出すまでの問に，マーダヴァの心

には，恐怖(atailka-bhaya)という恒常的勝↑1'1，法
的というラサ，慨嘆という恒常的感↑11，tL1怒と
いう恒'I;~的感情，歓喜 (mud=har~a) という柿々
の感情が辿152しておこっているのである。

4. 6.つぎにポージャがあげるのは，諸々の

ラサが日まることを説明する比聡である590

さらに，たとえば，出辛さや酸味など[の味]

が， [それらの味]自身と結びついているぶど

うなどにもまた， [それら]自身のありかたを

持ち込むとき[すなわち同{じさせるとき]， [そ

れら出平さや敵味などが]強まる (upaciyantc)。

それとおなじように，恋愛等[という恒常的感

↑mから起こる[シュリンガーラという]ラサ

が，感、flYを喚起する条件等にも自身の在りプJを

持ちこむとき[すなわちラサが喚起する条件等

を同{じさせるとき]， [シュリンガーラというラ

サは]目iまる。

ここでは，先の段階で生じたラサがさらに高ま

る状態を説明している。この説明は，パラタの

Nlltyasllstraから着想、を得ている。ポージャは

次の例を引く 600

S8Sp 689.21， J 446.1: yatha rahos candrakalam 

ivananacarif!l daivat samasadya me dasyorasya 

k!pl11;Iapatavi~aytld acchindata~ preyasfm / atallkad 

vikalGf!l drutaf!l kar向lGyavik~obhitaf!l vismayat / krodhena 
jvalitaf!l muda vikasitaf!l ceta!t kathaf!l vartate Iグ

S9Sp 690.5， J 446.6: atha yatha' lava早amladayaり
svasarp.yogino mrdvikadin apy 昌也laTUpataIp. nayanta 
upaclyante， 匂出aratyadijanmano rasa与vibhavadinapy 

E旬1紅白pa簡単 nayantaupaclyante I 

60SP 690.8， J 446.8: yatha I kassa bharisi tti bhm:lie ko 

「あなたは誰を思いだしているのか」と[私たち

が]いったとき，悲嘆の涙にくれる彼女(uvveg-

garoinc=udvighnarodanaSila)がr[思い出すべき]

誰が私にいるのか」といったので， [彼女と]同

じようにわたしたちも泣いてしまった。

恋人の男性と別れて泣く女性に，女友述が同情

してー紡に泣いてしまったという場岡である。

別れを嘆く女性の嘆きが，女友述の心を同化さ

せ，それによって女友述の感的が高まる，とい

うことをポージャは意図しているのであろう。

4. 7.さて，つぎにポージャは，ラサとの結

合にもとづいて，喚起する条件，感↑11表現，一時

的略的もラサと同等になるという例を示す610

さらに，火との結合にもとづいて，サルピス，

~mt1， 出掛ltなどという地元来に山来するものに，

~t 空?，包などという水元来に由来するものに，

鈎.tfl，飢などという火元来にrlJ来するものに，

流動性 (dravata)という水との共迎性 (sam加ya)

が生じる。それとおなじように，ラサとの結合

にもとづいて，喚超する条件，感↑Ji表現，一時

的MWJに，ラサ性 (rasata)というまさしくラサ

との共通性が生じる。

ここでは，喚起する条件，感情表現，一時的感

仰が，ラサとの結合ゆえに，ラサと同等にな

る，ということが説明されている。それに対す

る陥例は，地元来に由来するもの，水元来に由

来するもの，火元来に由来するもののいずれも

がある条件下では流動性という水との共通性を

得る，ということである。この除例は，ヴァイ

シェーシカ学派がいう属性の一つである流動性

(dravatva)を説明する際のブラシャスタパーダ

を迎惣させる。しかし，ポージャの怠図は，真

のラサとは本来まったく別の喚起する条件など

がラサとの共通性を得て，一体となって高まり

me atthi tti jappamal)lie / uvveggaroirfe amhe vi ruavia tie 
// (Gathasaptasatr IV.89)[Chaya: kasya smarasIti bha早ite
ko mc 'stIti ja1pamanaya I udvignarodana~layã vayam api 

roditas tatha If] 
61Sp 690.11， J 446.10: atha ya白a sarpirjaω. 

madhücchi~!ãdïnãIp. parthiv加旬 ghanatuh凶akarakadinam
apyanaql trapusIsarajatadlnaIp. taijasanぉn agnisarp.yogad 
dravata adbhis sぉn加 yarp.bhavati， tatha vibhavanubhava-
vyabhicarir;1お11rasasarp.yogad rasata rasenaiva sぉnany紅p
bhavati I 
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うるということを説明することにある。

ボージャは例として，次の詩句を引く 620

以上のように，コーサラの王[であるアジャ王]

は，悲しいことにうちひしがれて，愛する妥[で

あるインドゥマティーにむかつて，嘆き，木々に

も[その]枝から削減という涙のiHを流させた。

ここでは，;Mを亡くしたアジャ王はの嘆き悲し

みによって，地より生えるものである木も，泌

としての樹液を流す。すなわち，地元来に山米

する木にも流動性という水との共通性がおこっ

ている。

5.後段附

5. 1.次の後段附は，次のようにいわれる63。

そして， [ダンディンは，先に拠示した Kλ
11.275において]rよりつよい叫びのJVJl(priy-

a凶政hya.lla)がprcyω[という修附]で必る。」

[と述べること]によって，全ての略的のltli'.'G
位におかれる泡I~~がlt1irGr:~に述した伎に， [感

情を]生ぜしめるはたら~ (bhav:Ula)の泊を附

み越えるとさ， [その恋党という凶↑，'/l.t]感仰

という性的(bhav:凶 pala)m地し (ull:u¥ghya)，党

(p陀 ma.n)に定{じする (pariりala)" [その交{じする

恋愛を]油、べることによって u自覚以外の]他

の感情にも[それらが]ltlil'G r:~1に述ずると~，ラ
サに変化する。このように，山内して， [ダンディ

ンは]自説必Ji'~のJllrl'GのmY~J.'.{を iJ~ している。

ここで，先の"，/lIJst附でおこっていた{'ft々 の

感情は， !l!.~↑I'J という段附をこえ， llJ山それらが

生じたところの党 (prcman)に深化 (pariQati)ず

る。中1111段目1iでは， f'日々 の感↑I'Jがさまざまにお

こり，それらがIIffi-のラサを条件付け，炎が一

体となって大きな火となるように.ラサと一体

となってltJ: i\'5r~Jにまで述した。しかしM~，'5r~J ま

で達しつつもそれは依然として感↑I'Jとよばれる

ものである。そして，目下の後段附において，

それは，奨へと変イじする。その隙に r生ぜし

62Raglwvtll.nSll VIII. 70: vilapannili kosall¥dhipal.1 

karuI;Iarthagrathil，lql priyl¥ql prati / akarot pclhivTruhl¥n api 

sruta~法hãrasahã~padurdinãn 1/ 

63Sp 675.7: prcy時 priyatar球hyl¥namily ancna ca 

samastabhãvamQrdhãmi~iktãyã ralcりparaprakarポidhigamad
hhavanapatlultikramc bhl¥varOpa山n ullruighya prc・

m訂upeI;la pari早川l¥yl1 upl1dl1nl1d bhl1vおlt.lrl1りおn api 

paraprakar~ãdhigamc rasarOpcI;la pariI;latir iti jnapayann 
aharikarasyottaml1q1 ko!im upalak~ayati / 

めるはたらき」の道，すなわち領域を踏み越え

る，という転換点がある。

5. 2.それでは，この r[感情を]生ぜしめ

るはたらき」はどのようなものと考えることが

できるだろうか。ポージャは， SPI v.lOで，感

↑I~ とラサの~いを説明して，次のように述べて
，，)る640

~ß仙は，人が， [感仰を]生ぜしめるはたらさ

がおこるまで，他のものにこころを向けないで

(an:Ulyadhiya)，心のなかに， [略的を]生ぜし

めるはたらさによって生ぜしめる (bhavyatc)も

のである。[一方]ラサは，生ぜしめるIはたら

3の経路 (bhavanap:仙のをmえて先行するとき

(vivartamana)， rJ .JJG.'臼M~を千iずる (sãhal!lkrti ) 心
(hrd)の'11で，Jlli¥'Gにl床わいのあるものである。

ここで r生ぜしめるはたらi1Jは， !l!.~↑I'J を~!:ぜ

しめるものであることが分かるであろう。「他

のものにこころを向けないで」というのは，次

の杭'iJ9Í'をさ;;';Jj にする必止~がある。 ;J~ージャは，

ftl'l;t的I'AWは，パラタが恒常的感↑I'Jとしてあげ

た八つにlql~心されることはないとして，次のよ

うに述べる650

~I:. じた!日t~lHHI:.印公にもとづいて，それら utl.{'I;r 
的感↑，'J[ となる]。そしてì/.H1:.印1{の~1:.Á!Jl;t ， ，:lA!& 
した対.'1{と見性主人公 (nayaka)の性的 (prakrti)

にもとづく。そして，主人公の性的にI，t，Mi1'! 
tl:のもの (sãtlviki) とì9~flfl:のもの (rãjasi)とlI(f
1'!tl:のもの (t:1masりという三何百{がめる。そし

て，それらとの制びつ主にもとづ~lて，そのよう

な川町lの純!肢の!I:.ぜしめるはたら 3が組こるu

したがって，それら[諸々の~.l.%'JJ I;t， tL{'I;r的
略的とlザ・ばれる。

恒常的略的が持統するための二つの条件があ

り，一つは対魚のJ:l品性である。これは，恋愛

t.lSP 5，3[v. 10): l¥ bhl¥van叫 lymllarl<U¥ymlhiyl¥ jancna yo 

bhl¥vyatc manasi hhavoU¥ayl1 sa bhl¥Vou.1 / yo bhavanapalhanl 

atitya vivarhU¥lanal.1 sahaqlkct;¥U hcdi pararp. svadatc raso・sau
1/ 

6SS1> 664.9: yad apy uktaql parapr北叫ag加liratyadi-

hhavo rasa ili tad apy asarrun / glanyl\di~v api tad upapattcり
/ glanadayo 'pi hi ~rrunl1dibhil.1 paraql prakar~run aropyantc 

/ lIa tc sthayina itiωt stllayilvrun c~rU1l utpannativrasaqls・
karl1t / saqlskl1rotpatti~ ca vi~ayl1ti~ayan nl1yakaprakrtc~ ca / 

nl1yakapra1qti~ ca tridhl1 sl¥ttvikI. r可asT.tarnasT ca / tadva~l\c 

ca tathavidhanubhavabhavanotpattiり/tatM cai~ãq1 s出ayi-
tvavyapadc~a iti / 
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の場合であれば，優れた恋人ということになる

であろう。また，その対象をみた場合に，それ

が強い潜勢力を残すかどうかは，対象の側だけ

でなく，それを見る側も問題となる。それが主

人公の性格である。それには純質性のものと激

11性のものと陪質性のものという三組がある。

そして，それに応じてそれぞれの経験による「生

ぜしめるはたらき」がおこるとされている。こ

れらから考えると r生ぜしめるはたらきJ に

は，二つの側面がある。一つは，なんらかの対

象の経験にもとづいて心に残るものという側

面であり，いまひとつは，感情を生ぜしめると

いう側聞である。ここでポージャが「生ぜしめ

るはたらき」というのは，ヴァイシェーシカ学

派でいう潜勢力 (saQ1skara)のひとつとしての印

象 (bhavana)に近い意味をもっているのではな

いかと思われる“。ポージャが「生ぜしめる

はたらきJ(bhavana)と治勢力をどのような閃

係においているかははっきりとしないが，すく

なくとも柿え付けられた治勢力をもとに感↑，'1を
ひきおこすはたらさが「生ぜしめるはたらさ」

(bhavana)であると考えてよいのではないかと

思われる。

66prafastaptldabhi'i!ya 267.2: bhavanasanjnakas tv 

五回lagul;lo (!] dr~ !a~rut加ubhotc~v arthe~u SII1flipratya・
bhij附Jahctur bhavati jnanamadadul，lkhadiviro【Ihl，pa!v-

abhyasadarapratyayajaり， pa!upratyayãpek~ãd a回 amanasoり
saJ!1yogad ã~caryc 'r白cpa!uり SaJ!1skãrãti~ayojayatc I yatha 
dãk~i l;lãt yasyo~!radar~anM iti I vidyMilpavyãyãmãdi~v 
abhyasyamãnc~u tasminn evarthe pロrvap口rvasarpskaram
ape~am均五d uttarottarasmat pratyayad atmamanasoり
SaJ!1yogat SaJ!1skãrãti~ayo jayate I prayatnena manM cak~u~i 

sthapayitva 'pOrvam artharp didr~aml'il;lasya vidyut-

sampãtadar~anavad adarapratyayaり tam apck~amãl;lãd 
ãtmam叩aso~ sarpyogat sarpskãrãti~ayo jl'iyatc I yath1¥ 
dcvahrade rãjatasauvarl;lapadmadar~anM iti I (印象と呼ば
れる[潜勢力は]アートマンの属性である.[それは]見
られたり聞かれたり経験されたりした対象に閲する想起
と再認の原因である.[それは]認識，酔い，苦等と相
容れない.[それは]強烈な知から生じたものと，繰り
返しに基づく知から生じたものと，熱心さに基づく知か
ら生じたものである.強烈な知を期待する，アートマン
と立の結合にもとづいて，驚くべき対象に関する，強烈
な，卓越した潜勢力が生じる.たとえば，南方から来た
人がラクダをみることから[それは生じる]，学術や芸
術や体操などが繰り返されるならば，まさにそ[の学術
など]に閲して， JI国々に先行する潜勢力を期待する後続
の知から，アートマンと意の結合に基づいて，卓越した
潜勢力が生じる.たとえば天の池に金銀の蓮の花を見る
ことから[それが生じる]，)

5. 3. この後段階においては，感情を「生ぜ

しめるはたらき」の領域を越えているのである

から，迎';i~の感情とよべるものはなにもないこ

とになる。その状態をポージャは愛 (prcman)

と呼んだのである。ポージャは次のようにい

う67

そして，ここ[本t'fJでは，ラサは愛にほかならな

いといわれている。なぜなら，恋愛などが肢も

日まったとき， [それらは]すべて，まさに愛にい

さつく(1'町ava<;ana)からである68 [すなわち]

恋愛を愛するひと (ratipriya)，争いを愛するひと

(ral)apriya)，怒りを愛するひと (amar~apriya)，滑
栴を愛するひと (parihasapriya)，というように。

ここで， I)U段附において，シュリンガーラ，思

念， 111我窓減であったものが， '11段附という極々

の感情の向まりの段附をへて1位向湘lに述し，呼

び名は「愛」といわれるけれども，それらがも

ともとおこった無感仙の状態にもどる，という

ことをポージャは述べているのである。

s.まとめ

以上の検討をまとめておこう。まず， 1 で

は，ポージャがnのラサとする「思念Jr自我意

識Jrシュリンガーラ」とはなにかということを

検討した.それは，まず，恋愛という感情の検

討を出発点としていた 人聞が恋愛という感情

を感じるのは，すべてそれらにもとづいている

はずだというJ-itにポージャの発忽の淑はある.

そして，ポージャはそれを恋愛のみならず人間

の感約一般にまで敷延した.人間のすべての感

情の根底にあり，それなくしてはいかなる感情

をもおぼええないもの，それをポージャは真の

意味でのラサとしたのである.つづいて 2.以

降では，心の中にラサが目党める前段階，そし

て具体的な感情がおこり，種々の要素と部然一

体となって，炎が燃え上がるように燃え上がる

中段階，そしてそれが一切の個別的な感J附を離

れ，感情を生ぜしめるはたらきの道を超越し，

67Sp 662.10， J 429.7: rasarp tv iha premal;lam evamananti 

I sぽ刊号おnapi hi ratyãdiprakar~ãl;l泊11 ratipriyo ral;lapriyo 

amar号apriyaりparihasapriyaiti premal;ly eva paryavasおlatl

68 r愛へいきつく J(paryavasana)に関して。たとえば，
Yogasutra 1.45では，根本原質からの現象世界閲展の逆順
序をたどって，最も微細な (SÜ~nJa)根本原質へ到達する
(paryavasana)と説明する。
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ポージャのラサ盟論とラサの三段階説(本田)

感情を超えた愛にいたる後段階，というラサの

三段階を検討した。その検討の過程でみたよう

に，種々の比P散を用い，租々の哲学説を利用し

ながら，ポージャは彼独特のラサ理論を築き上

げたのである。
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